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令和４年度財政援助団体等監査の結果に関する報告について 

 

地方自治法第199条第７項の規定に基づき財政援助団体等の監査を行ったので、 

同条第９項の規定により、その結果に関する報告を次のとおり提出する。 
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令和４年度 財政援助団体等監査の結果に関する報告 

 

第１ 準 拠 基 準 

郡山市監査基準 

 

第２ 監 査 の 概 要 

 

１ 監 査 の 種 類 

地方自治法第199条第７項の規定に基づく監査 

 

２ 監 査 の 対 象 

(1) 対 象 範 囲 

令和３年度における補助金等交付事務及び財政援助団体の出納その他の事務 

なお、関連して必要があると認めたものについては、これ以外の期間についても対象と 

した。 

 

(2) 対象団体及び所管部局等 

対 象 団 体   公益社団法人郡山市シルバー人材センター 

対象補助金等   郡山市高年齢者就業機会確保事業補助金 

所 管 部 局   産業観光部産業雇用政策課（旧：政策開発部雇用政策課） 

 

３ 監 査 の 着 眼 点 

    補助金等の交付事務が適正に行われているか、補助金等に係る事業が、その目的に沿っ

て適切に運営されているか、また、財政援助団体の出納その他の事務の執行が、適切に行わ

れているかを主眼とした。 

 

４ 監査の主な実施内容 

   事務の執行状況等に係る提出資料の試査 

(1) 帳簿、書類等の突合 

   (2) 関係職員等への質問 

 

５ 監査の日程及び実施場所 

(1) 監査の日程 

令和４年８月１日から令和５年１月 26 日まで 

(2) 実施場所 

監査委員室 
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(3) 講評に対する弁明又は見解の聴取 

令和５年１月 26 日 

 

第３ 監 査 の 結 果 

   監査の対象となった団体の当該補助事業に係る出納その他の事務の執行が、当該補助事業の

目的に沿って行われているかについて監査したが、改善を要する事項（指摘事項）があったの

で、内容を十分把握して必要な措置を講じられたい。 

   なお、事務処理上改善又は検討すべき軽微な件については、口頭で措置を促した。 
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1 団体概要 

  

 (1) 設立年月日 

   昭和 55 年 11 月１日 

   （事業開始年月日 昭和 55 年 12 月１日） 

      （公益社団法人移行年月日 平成 23 年９月１日） 

 

 (2) 名称 

   公益社団法人郡山市シルバー人材センター 

 

 (3) 目的 

定年退職者等の高年齢者の希望に応じた臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務

（当該業務に係る労働力の需給の状況、当該業務の処理の実情等を考慮して厚生労働大臣が定

めるものに限る。）に係る就業の機会を確保し、及びこれらの者に対して組織的に提供すること

などにより、その能力を生かした就業その他の多様な社会参加活動を援助して、これらの者の

生きがいの充実と福祉の増進を図るとともに、活力ある地域社会づくりに寄与することを目的

とする。 

 

(4) 事務局 

   公益社団法人郡山市シルバー人材センターに設置している。 

（郡山市朝日一丁目 29 番９号 郡山市総合福祉センター内） 

 

 (5) 組織（令和４年３月 31 日現在） 

ア 会員数 

正会員 

（うち特別会員） 
賛助会員 

男性 女性 合計 個人 法人 合計 

1,314 人 

（43 人） 

842 人 

（31 人） 

2,156 人 

（74 人） 
621 人 133 団体 754 会員 

※正会員（会費 年額 2,000 円） 

公益社団法人郡山市シルバー人材センターの目的に賛同し、その事業を理解している次の

いずれにも該当する者であって、理事会の承認を得たもの。 

・郡山市に居住する原則として 60 歳以上の者。 

・健康な者であって、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を通じて、

自己の労働能力を活用し、それによって自らの生きがいの充実や社会参加等を希望するもの。 

※特別会員（会費 年額 1,000 円） 

公益社団法人郡山市シルバー人材センターに功労があった者又は事業運営に必要な学識経

験を有する者で、理事会の承認を得たもの。 
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※賛助会員（会費 年額 1,000 円）  

郡山市内に住所又は事務所がある個人又は団体であって公益社団法人郡山市シルバー人材

センターの目的に賛同し、事業に協力するもので、理事会の承認を得たもの。 

イ 役員等 

    理事長１人  副理事長 1人  常務理事１人  理事５人  監事２人  

ウ その他 

総務委員会 広報委員会 事業委員会 安全・適正就業委員会 

※委員は、正会員及び特別会員のうちから、理事会が選任し、理事長が委嘱する。 

※委員は、８人以内とし、必要に応じ増員することができる。 

 

(6) 事業骨子 

    目的を達成するために実施する事業は、次のとおりである。 

ア 臨時的かつ短期的な就業（雇用によるものを除く。）又はその他の軽易な業務に係る就業（雇

用によるものを除く。）を希望する高年齢者のために、これらの就業の機会を確保し、及び組

織的に提供すること。 

イ 臨時的かつ短期的な雇用による就業又はその他の軽易な業務に係る就業（雇用によるもの

に限る。）を希望する高年齢者のために、職業紹介事業又は労働者派遣事業を行うこと。 

ウ 高年齢者に対し、臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業に必要な知

識及び技能の付与を目的とした講習を行うこと。 

エ 高年齢者のための臨時的かつ短期的な就業又はその他の軽易な業務に係る就業を通じて、

高年齢者の生きがいの充実及び社会参加の推進を図るために必要な事業を行うこと。 

オ 前各号に掲げるもののほか、高年齢者の多様な就業機会の確保及び地域社会、企業等にお

ける高年齢者の能力の活用を図るために必要な事業を行うこと。 

カ その他目的を達成するために必要な事業を行うこと。 

 

(7) 令和３年度の補助事業に係る事業内容及び実績 

  区分 事業内容 実績 

１ 運営費補助事業 

(1)  事務局体制 

 

 

２ 高年齢者就業機会確 

保事業及び高齢者活用・ 

現役世代雇用サポート

事業 

(1)  就業機会開拓推進

関係 

 

14 人(事務局長１人、課長１人、係長２人、主任

２人、主事２人、嘱託職員１人、臨時職員５人）

 

 

 

 

 

役職員・会員による郡山市内事業所訪問 

戸別リーフレットの配布 

事業所・個人家庭へのＰＲ文書の送付 

 

 

 

 

 

 

 

 

500 か所以上 

3,000 軒以上 

7,000 件以上 
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区分 事業内容 実績 

 

 

(2) 安全・適正就業推進

関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)普及啓発関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)訓練講習・研修関係 

マッチング支援員による普及啓発事業開拓 

 

安全講習会開催 

ア 植木・除草就業者安全講習 

イ 方部長・班長合同会議安全講話 

ウ 会員就業者安全講習 

エ 草刈機安全講習 

オ 新入会員安全講習 

安全・適正就業委員会活動 

ア 委員会開催 

イ 就業場所巡回パトロール 

ウ 事故現場検証 

エ 広報発行 

オ 安全・適正就業推進大会参加 

 

10 月の普及啓発促進月間活動 

ア 役職員・会員による啓発活動 

イ マッチング活動による新規事業所へのＰＲ

活動 

ウ シルバーの日の活動(10/15)におけるＰＲ

活動 

・チラシ配り 

・奉仕活動 

エ 各種メディア利用の普及啓発（公益社団法

人福島県シルバー人材センター連合会新聞、

ラジオ、テレビＣＭ） 

オ 会員による入会勧奨（紹介用紙の活用） 

カ 会員による就業開拓 

キ 市内での普及啓発活動 

ク マッチング支援員による普及啓発活動 

ケ ハローワークにおける毎月の再就職セミナ

ーへの参加 

 

植木手入れ、襖障子張替え講習等 

延日数 

実人員受講 

 

100 か所以上 

 

受講者延671 人 

120 人 

72 人 

65 人 

128 人 

286 人 

 

９回 

12 回 

４回 

２回 

１回 

 

 

3,000 件以上 

50 件以上 

 

 

 

 500 部 

１か所 

 

 

 

4,000 件以上 

多数 

常時多数 

100 か所以上 

12 回 

 

 

６講習 

46 日 

494 人 
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区分 事業内容 実績 

(5) 会議・委員会関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総会 

理事会 

三役会議 

地域班連絡会議 

総務委員会 

事業委員会 

広報委員会 

安全・適正就業委員会 

関係機関による合同会議（公益社団法人福島県シ

ルバー人材センター連合会他） 

１回 

17 回 

月１回 

１回 

３回 

１回 

８回 

９回 

22 回 

 

(8) 収支予算及び決算報告 

収支予算については、若干の違いはあるが、毎年度同規模の予算配分となっている。 

また、令和３年度の決算額は、予算額 675,668,000 円に対し、収入が 706,070,892 円、支出が 

706,217,633 円であった。収入の内訳と構成率は、郡山市からの補助金 7,870,000 円(1.1％)、国

からの補助金 7,870,000 円（1.1％）、会員からの会費 4,797,200 円（0.7％）、事業収入 685,533,692

円(97.1％)となっている。 

支出の内訳と構成率は、運営費 59,868,405 円(8.5％)、高年齢者就業機会確保事業 634,122,201 

  円(89.8％)、高齢者活用・現役世代雇用サポート事業 12,227,027 円(1.7％)となっている。 

  このうち郡山市からの補助金 7,870,000 円における支出の内訳と構成率は、運営費 5,500,000

円（69.9％）、高年齢者就業機会確保事業 810,000 円（10.3％）、高齢者活用・現役世代雇用サポ

ート事業 1,560,000 円（19.8％）となっている。 

公益社団法人郡山市シルバー人材センターが作成した収支決算書は次のとおりである。 

 

 

収支決算書 

                       (令和３年度) 

１ 収入 

 

 

単位：円

摘要

合計 675,668,000 706,070,892 △ 30,402,892

事業収入 654,828,000 685,533,692 △ 30,705,692

賠償金受取収入 0 0 0

国補助金 7,870,000 7,870,000 0

会費収入 5,100,000 4,797,200 302,800

科目 予算額 決算額 差額

市補助金 7,870,000 7,870,000 0
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２ 支出 

 

単位：円

事業内容 節 細節 うち補助対象 うち補助対象 うち補助対象

給料 27,824,400 3,600,000 30,467,121 3,600,000 △ 2,642,721 0

職員手当等 14,859,360 1,900,000 17,032,440 1,900,000 △ 2,173,080 0

社会保険料 5,271,741 7,791,756 0 △ 2,520,015 0

福利厚生費 320,000 277,824 0 42,176 0

退職金掛金 2,040,000 4,299,264 0 △ 2,259,264 0

金銭 577,440,000 591,441,373 0 △ 14,001,373 0

諸謝金 0 0 0 0 0

役員報酬 1,020,000 834,500 0 185,500 0

臨時賃金 金銭 3,121,200 4,861,027 0 △ 1,739,827 0

旅費 1,106,500 384,349 0 722,151 0

消耗品費 780,839 150,000 1,047,395 150,000 △ 266,556 0

食糧費 37,000 0 0 37,000 0

印刷製本費 355,770 70,000 319,969 70,000 35,801 0

電気・光熱水料費 99,300 20,000 84,748 20,000 14,552 0

修繕料 370,000 497,642 0 △ 127,642 0

手数料 150,000 124,113 0 25,887 0

教材費 190,000 62,925 0 127,075 0

負担金 398,040 379,300 0 18,740 0

通信運搬費 940,140 230,000 1,276,807 230,000 △ 336,667 0

火災等・保険料 6,017,070 4,755,590 0 1,261,480 0

委託料 保守料 1,651,005 2,606,092 0 △ 955,087 0

使用料及び賃借料 1,180,029 340,000 859,649 340,000 320,380 0

原材料費 9,000,000 11,118,507 0 △ 2,118,507 0

備品購入費 200,000 71,851 0 128,149 0

負担金、補助金及び交付金 9,000 0 0 9,000 0

減価償却費 5,738,317 3,235,129 0 2,503,188 0

租税公課 5,600,000 9,515,611 0 △ 3,915,611 0

貸倒損失 200,000 2,700 0 197,300 0

雑費 196,544 254,929 0 △ 58,385 0

総会費 715,000 387,995 0 327,005 0

諸謝金 金銭 505,000 100,000 387,500 100,000 117,500 0

光熱水料費 218,700 20,000 220,563 20,000 △ 1,863 0

消耗品費 1,623,581 120,000 2,333,610 120,000 △ 710,029 0

印刷製本費 877,230 220,000 1,038,906 220,000 △ 161,676 0

役務費 通信運搬費 2,289,060 400,000 4,582,332 400,000 △ 2,293,272 0

使用料及び賃借料 3,323,174 700,000 3,664,116 700,000 △ 340,942 0

0 0 0

675,668,000 7,870,000 706,217,633 7,870,000 △ 30,549,633 0

高齢者活用・
現役世代雇用
サポート事業

需用費

予備費

合計

摘要

運営費 人件費

高年齢者就業
機会確保事業

報償費

需用費

役務費

科目 予算額 決算額 差額
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(9) 補助金の交付 

   昭和 58 年度から補助を継続しており、補助開始から 39 年（令和３年度時点）経過している。 

   令和３年度補助金の交付実績は次のとおりである。 

 

項 目 内 容 

補 助 金 名 令和３年度高年齢者就業機会確保事業補助金 

対 象 経 費 

補助事業の管理に要する人件費及び管理費 

高齢者活用・現役世代雇用サポート事業の実施に要す

る経費 

補 助 額 予算の範囲内 

総 事 業 費 
予 算 額 675,668,000 円 

決 算 額 706,217,633 円 

補助金交付額 7,870,000 円 

補 助 率 

（補助金交付額/総事業費予算額） 
1.2％ 

交 付 日 令和 3 年 4 月 30 日（概算払） 

 

(10) 補助金交付額確定までの経緯 

 

年 月 日 内 容 

令和 3 年 2 月 15 日 
・理事会（公益社団法人郡山市シルバー人材センター）にて令和３

年度事業計画及び収支予算の決定 

 

令和 3 年 4 月 1 日 

 

・郡山市へ補助金等交付申請書提出（交付申請額 7,870,000 円） 

・郡山市より補助金の交付決定通知（交付決定額 7,870,000 円） 

・事業着手日 

令和 3 年 4 月 30 日 ・郡山市より補助金の振込 

 

令和 4 年 3 月 31 日 

 

・事業完了日 

・郡山市へ補助事業等実績報告書提出 

・郡山市において補助金の額の確定（確定額 7,870,000 円） 

令和 4 年 5 月 26 日 
・定時総会（公益社団法人郡山市シルバー人材センター）にて令和

３年度事業報告及び収支決算の承認 
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２ 改善を要する事項（指摘事項） 

 

(1) 団体に対する指摘事項  

  ア 補助金の実績報告について 

    補助金の実績報告が適切に行われていなかった。 

補助金の実績報告は、郡山市補助金等の交付に関する規則第 14 条の規定により、補助事業

が完了したときは、速やかに、補助事業等実績報告書（第 7 号様式）に補助事業等に係る収支

決算書その他市長が必要と認めて指示する書類を添付して市長に提出し、成果を報告しなけれ

ばならないが、添付資料である収支決算書の内容に誤りがあった。 

 

  (2) 所管部局に対する指摘事項 

    ア 補助金等交付事務について 

   補助金の額の確定事務が適切に行われていなかった。 

    補助金等の額の確定は、郡山市補助金等の交付に関する規則第 15 条の規定により、実績報

告に係る書類等を審査し、当該補助事業の成果が交付決定の内容に適合すると認める場合に行

うが、内容に誤りのある収支決算書を受領し、額の確定をしていた。 

また、収支決算書は、総会承認前のものであり、奥書証明の記載がなかった。 

 


